
第 16回画像の認識・理解シンポジウム

AAMを用いた音声・画像による連続発話認識への構想

楊 楠1,a) 滝口 哲也2,b) 有木 康雄2,c)

1. はじめに

近年，音声認識が広く実用化されている．例えば，自動

音声応答システム，スマートフォンを用いた音声による文

書作成，音声認識に対応したカーナビゲーションシステム

など，さまざまな音声認識技術が世の中に出ている。しか

し，現在の音声認識技術には，雑音の大きい状況下では認

識性能が著しく低下してしまうという問題点があり，音声

認識の大きな課題となっている．

一方，人間は発話内容を理解する際，種々の情報を統合

的に利用している．音声が聞き取り難い場合，発話者の

顔，特に唇の動きに注目して発話内容を理解しようとし，

逆に，唇の動きと音声が一致しない場合，唇の動きに影響

されて発話内容を誤って理解してしまうこともある．この

ように，人間による発話内容の理解には，唇の画像と音声

の情報の統合的利用が極めて重要である．

2. 現在に至る唇画像を用いる連続音声認識

音声情報に唇動画像情報を併用するマルチモーダル音声

認識 [1]は，長く研究されてきている．画像特徴量の抽出

手法及び音声・画像モデルの統合手法の研究 [2][3][4][5]が

行われてきたが，その中の大半が単語や連続数字を対象と

してきた [6][7][8]．また，認識の画像特徴量は，従来，主

成分分析 PCA[11]や DCT[12]といった画素ベースの特徴

量，唇の幅や高さ [13] といった輪郭ベースの特徴量など

が用いられてきた．画素情報と輪郭情報の両方を用いたも

の [14][17]などもあり，単語認識の領域で良好な精度が得

られたと報告されているが，連続音声認識の領域では，ま

だほとんど研究が進んでいない．

3. 提案手法

本研究では，マルチモーダル連続音声認識において，

[14][17]などで用いられている AAMのパラメータ [9]を用
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いたマルチモーダル連続音声認識システムを提案する．

AAMは，特徴点の形状と特徴点の輝度値であるテクス

チャを主成分分析して部分空間を構成し，比較的低次元の

パラメータにより顔モデルを表現する手法である．

AAMのパラメータ (cパラメータ)を画像特徴量として，

発話者の位置に関係なく，唇領域を自動的に抽出すること

ができるというメリットがある．AAMのパラメータを採

用するもう一つの理由は，この特徴量が顔方位と相関関係

があり，顔方位に依存しない音声認識システムことが実現

できるという点が挙げられる [16]．

図 1 に提案手法の流れを示す．発話動画が入力される

と，画像情報に対しては，まず，Haar-like特徴を用いた

AdaBoost法 [10]により，顔領域検出を行う．次に検出し

た顔領域に対して AAMを適用する．AAMによって顔特

徴点の探索を行い，入力画像に最も近いモデルのパラメー

タを生成し，その中から唇の情報が集約されてる特徴量を

抽出する．また，発話動画の音声情報から，音声特徴量を

抽出する．その後，フレームレートを合わせて 2つの特徴

量を統合し，マルチストリーム HMMにより認識を行う．

音声特徴量には音声認識において最も広く用いられてい

るMFCCを用いる．

4. 認識手法

従来の認識手法においては，音声情報と唇動画像情報を

統合する手法として，初期統合や結果統合，合成統合 [18]

が提案されている．初期統合は音声と画像の相関を利用し

ているが，非同期性を表現することができない．結果統合

は音声と画像の相関を考慮していないため，音声と画像が

音素レベルで相補的であるという特徴が有効に利用され

ていない．合成統合は音声と画像の非同期性相関をうまく

利用しながら音声と画像の非同期性も表現できるが，音素

境界を越えたずれを表現することができない．マルチモー

ダル連続音声認識の研究では，[2]が初期統合，[3]が改良

した結果統合，[19]が改良した合成統合を用いている．[3]

や [19]が改良した統合モデルを用いているが、認識精度に

わずかの改善しか報告されていない．また，[4][5][6][7][8]

はマルチストリーム HMMを用いており，その有効性が確

認されている．そこで，本研究のでは，マルチストリーム
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図 1 提案手法の流れ

HMMを認識手法として用いる．

マルチストリーム HMMでは，音声・画像特徴量 Ot の

観測確率は，対数尤度 b(Ot)を用いて下記のように表記で

きる．

b(Ot) = λV bV (OV t) + λAbA(OAt) (1)

tは時刻，bV (OV t)，bA(OAt)はそれぞれ画像特徴量OV t，

音声特徴量 OAt に対する尤度，λV，λA は画像，音声スト

リームの重みとして，認識時には以下の条件で変化させる．

λV + λA = 1 , 0 ≤ λV , λA ≤ 1 (2)

5. 今後の予定

本論文で構想した AAMを用いた音声・画像による連続

発話認識の有効性を確認するため，まずは ATR音素バラ

ンス文 503文に基づいて，人の発話動画を収録する．その

後，連続音声認識実験を行い，この構想の有効性を証明す

る．さらに AAMを活用して，顔方位に依存しない連続発

話認識への展開も行う予定である．
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